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飛騨高山観光特集　　

コロナ疲れは飛騨高山で癒やそう

酒
蔵
巡
る
の
ん
兵
衛
ま
つ
り

６
酒
蔵
が
参
加

ほ
ろ
酔
い
気
分
に

風
情
あ
る
東
山
遊
歩
道

文
化
財
が
集
積

散
策
に
ピ
ッ
タ
リ

飛
騨
山
脈
の
自
然
に
抱
か
れ
た
奥
飛
騨
温
泉
郷

日本一、超える露天風呂
個性豊かな五つの温泉地

宿
泊
客
に
好
評

「
湯
巡
り
手
形
」

ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

６
月

日
開
催


人
参
加
予
定

充
実
す
る
体
験
観
光

新
穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

山
頂
エ
リ
ア
に

展
望
デ
ッ
キ
登
場

Ｅ
―
Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
で

上
高
地
ま
で
快
走

（６）第３１６７号 第３種郵便物認可 ２０２３年（令和５年）３月２７日（月曜日）

　のん兵衛まつりの試飲コーナー。日本酒の味比べを

１
０
０
を
超
え
る
露
天
風
呂
が
あ
る
奥
飛
騨
温
泉
郷
（
新
穂
高
の
湯
）

　
雄
大
な
自
然
を
バ
ッ
ク
に
、
野
趣
あ

ふ
れ
る
露
天
風
呂
で
心
も
体
も
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
で
き
る
の
が
飛
騨
山
脈
（
北
ア

ル
プ
ス
）
の
麓
に
広
が
る
奥
飛
騨
温
泉

郷
だ
。平
湯
、福
地
、新
平
湯
、栃
尾
、

新
穂
高
の
五
つ
の
温
泉
地
が
あ
る
。

　
高
山
市
内
か
ら
は
バ
ス
で
１
時
間
ほ

ど
の
距
離
。
湯
量
豊
富
で
、
露
天
風
呂

は
大
小
合
わ
せ
て
１
０
０
カ
所
以
上
あ

り
、
そ
の
数
日
本
一
と
い
わ
れ
る
。
新

穂
高
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
や
上
高
地
、
乗
鞍

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
な
ど
日
本
屈
指
の
山
岳

景
勝
地
も
近
く
、
雄
大
な
自
然
を
満
喫

で
き
る
。

　
平
湯
温
泉
は
温
泉
郷
の
中
で
一
番
古

く
か
ら
あ
る
温
泉
地
。
関
東
方
面
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
上
高
地
や
乗
鞍

岳
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
発
着
す
る
平
湯

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ
る
。
自
家
源
泉

を
持
つ
宿
が
多
く
、
入
浴
施
設
や
足
湯

も
充
実
。

　
福
地
温
泉
は
温
泉
郷
の
中
で
も
山
の

静
寂
に
包
ま
れ
た
秘
湯
的
な
温
泉
地
。

温
泉
街
に
は
朝
市
が
あ
り
、
地
元
の
特

産
品
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
。
飛
騨
地

域
や
新
潟
の
古
民
家
を
移
築
、
改
装
し

た
宿
も
多
い
。

　
新
平
湯
温
泉
は
温
泉
郷
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
小
規
模
か
ら
大
規
模
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
宿
泊
施
設
が
あ

る
。
飲
食
店
も
多
い
。
名
水
「
た
る
ま

水
」
も
あ
り
、
名
水
の
里
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。

　
栃
尾
温
泉
は
清
流
蒲
田
川
と
平
湯
川

の
合
流
地
点
に
広
が
る
温
泉
地
。
蒲
田

川
は
イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ
な
ど
渓
流
魚
の

宝
庫
と
し
て
も
知
ら
れ
、
釣
り
人
に
も

人
気
。

　
新
穂
高
温
泉
は
北
ア
ル
プ
ス
の
登
山

口
に
あ
る
温
泉
地
。
エ
リ
ア
内
に
は
奥

飛
騨
最
大
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
新
穂
高

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
あ
り
、
多
く
の
観
光

客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

宿
泊
客
に
好
評
な
湯
巡
り
手
形
。

好
み
の
湯
を
見
つ
け
よ
う

国
内
屈
指
の

マ
ラ
ソ
ン
コ

ー
ス
に
チ
ャ

レ
ン
ジ

　
展
望
デ
ッ
キ
「
槍
の
回
廊
」

テ
ン
ト
サ
ウ
ナ

　　　　　　Ｅ―ＢＩＫＥで美しい景色を堪能

　
温
泉
座
学
で
知
識
を
深
め
よ
う

　
奥
飛
騨
温
泉
郷
に
あ
る
新
穂
高
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
の
山
頂
エ
リ
ア
（
標
高
２
１

５
６
㍍
）
が
昨
年

月
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
エ
リ
ア
で
の
楽
し

み
方
が
増
え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん

だ
観
光
客
の
回
復
が
期
待
さ
れ
る
。

　
運
営
会
社
、
奥
飛
観
光
開
発
と
名
古

屋
鉄
道
は
駅
が
設
置
さ
れ
て
い
る
三
つ

の
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、
整
備
を
進
め
て

い
る
。
そ
の
第
１

弾
と
し
て
、
山
頂

エ
リ
ア
に
「
頂
の

森
」が
開
業
し
た
。

　
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

西
穂
高
口
駅
周
辺

に
展
望
デ
ッ
キ
や

自
然
に
囲
ま
れ
な

が
ら
飲
食
が
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
が
作

ら
れ
た
。
展
望
デ

ッ
キ
は
「
槍
の
回

廊
」
と
名
付
け
ら

れ
、
槍
・
穂
高
連

峰
が
間
近
に
感
じ

ら
れ
る
よ
う
、
ブ

ー
メ
ラ
ン
の
よ
う

に
空
中
に
張
り
出

し
て
お
り
、
ち
ょ

っ
と
し
た
ス
リ
ル

も
味
わ
え
る
。
散

策
路
な
ど
を
整
備

す
る
第
２
期
エ
リ

ア
は

月
ご
ろ
オ

ー
プ
ン
す
る
。

　
同
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
開
業

周
年
の

２
０
２
０
年
に
日
本
唯
一
の
２
階
建
て

ゴ
ン
ド
ラ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い

る
。
な
お
、
し
ら
か
ば
平
駅
と
西
穂
高

口
駅
を
結
ぶ
第
２
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
事
に
伴
い
、
５
月
８

日
～
８
月
９
日
の
期
間
、運
行
を
休
止
。

新
穂
高
温
泉
駅
と
鍋
平
高
原
駅
を
結
ぶ

第
１
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
５
月
８
日
～
７

月

日
に
運
行
を
休
止
、
７
月

日
の

始
発
便
か
ら
通
常
運
行
を
再
開
す
る
。

　
連
絡
先
は
奥
飛
観
光
開
発
。
☎
０
５

７
７
（
３
３
）
０
５
１
７
。

　
観
光
名
所
・
古
い
町
並
か
ら
徒
歩
約


分
、
し
っ
と
り
と
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
を
漂
わ
せ
る
の
が
東
山
エ
リ
ア
で
、

散
策
に
は
も
っ
て
こ
い
の
場
所
だ
。

　
多
く
の
寺
院
や
神
社
が
あ
り
、
風
情

あ
る
建
物
や
庭
園
を
ゆ
っ
く
り
巡
れ
る

「
東
山
遊
歩
道
」
（
全
長
５
・
５
㌔
）

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
高
山
の
礎
を
築
い
た
戦
国
武
将
の
金

森
長
近
公
ゆ
か
り
の
禅

宗
寺
院
な
ど
が
建
て
ら

れ
、
東
山
寺
院
群
が
形

成
さ
れ
て
い
る
。
遊
歩

道
は
そ
れ
ら
貴
重
な
文

化
財
を
巡
る
ル
ー
ト
で

も
あ
る
。

　
本
堂
が
県
指
定
文
化

財
と
さ
れ
て
い
る
法
華

寺
、
鐘
楼
門
が
市
指
定

文
化
財
の
雲
龍
寺
、
座

禅
体
験
が
で
き
る
善
応

寺
な
ど
見
ど
こ
ろ
も
多

い
。
近
く
に
あ
る
江
名

子
川
遊
歩
道
も
ぜ
ひ
訪

れ
て
み
た
い
。
小
さ
な

橋
が
い
く
つ
も
架
か

り
、
趣
の
あ
る
風
景
が

楽
し
め
る
。

　
奥
飛
騨
温
泉
郷
で
売
ら
れ
て
い
る
湯

巡
り
手
形
「
奥
飛
騨
湯
け
む
り
達
人
」

が
宿
泊
客
に
好
評
。
豊
富
な
湧
出
量
を

誇
る
奥
飛
騨
の
温
泉
を
心
ゆ
く
ま
で
楽

し
め
る
手
形
だ
。

　
手
形
は
１
枚
１
２
０
０
円
。
手
形
に

付
い
て
い
る
３
枚
の
入
浴
シ
ー
ル
を
利

用
し
て
、
温
泉
郷
の

の
加
盟
施
設
か

ら
お
気
に
入
り
の
温
泉
を
選
ん
で
入
浴

で
き
る
（
施
設
に
よ
り
枚
数
が
異
な

る
）
。

　
シ
ー
ル
を
は
が
す
と
下
地
に
温
泉
郷

の
マ
ー
ク
が
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
三
つ

そ
ろ
う
と
記
念
品
が
当
た
る
チ
ャ
ン
ス

も
。
加
盟
施
設
や
案
内
所
で
購
入
で
き

る
。

　
温
泉
郷
や
手
形
な
ど
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
奥
飛
騨
温
泉
郷
観
光
協
会
、

☎
０
５
７
８
（
８
９
）
２
６
１
４
。
　

　
奥
飛
騨
温
泉
郷
の
自
然
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
充
実
し
て
い
る
。
Ｅ
―
Ｂ
Ｉ
Ｋ

Ｅ（
電
動
ア
シ
ス
ト
機
能
付
き
自
転
車
）

に
よ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
Ｂ
Ｂ
Ｑ
体

験
、
温
泉
講
座
な
ど
が
あ
り
、
温
泉
と

の
組
み
合
わ
せ
で
楽
し
み
が
倍
増
し
そ

う
だ
。

　
Ｅ
―
Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
は
６

月
中
旬
～
７
月
中
旬
開
催
予
定
。
標
高

１
３
０
０
㍍
の
平
湯
温
泉
か
ら
同
１
７

９
０
㍍
の
安
房
峠
を
越
境
し
、
長
野
県

の
上
高
地
ま
で
往
復
（
片
道

㌔
）
す

る
。
負
担
も
少
な
く
、
女
性
や
中
高
年

で
も
存
分
に
楽
し
め
る
。

　
参
加
料
（
Ｅ
―
Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
レ
ン
タ
ル

料
）
は
９
千
円
。
上
高
地
で
利
用
で
き

る
カ
フ
ェ
チ
ケ
ッ
ト
や
ひ
ら
ゆ
の
森
の

温
泉
入
浴
券
も
付
い
て
い
る
。
定
員
は

１
日
最
大
５
人
。
ガ
イ
ド
は
同
行
し
な

い
。
申
し
込
み
期
限
は
利
用
日
の
前
日

ま
で
。
問
い
合
わ
せ
は
平
湯
温
泉
観
光

案
内
所
。
☎
０
５
７
８
（
８
９
）
３
０

３
０
。

　
６
月
３
、

、

、

日
に
開
催
さ

れ
る
の
が
、
清
流
・
高
原
川
流
域
の
広

大
な
キ
ャ
ン
プ
場
の
敷
地
を
利
用
し
て

テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
体
験
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ
が
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
題
し
て
「
五
感
で

味
わ
う
『
と
と
の
う
』
Ｂ
Ｂ
Ｑ
体
験
」

だ
。

　
Ｂ
Ｂ
Ｑ
の
具
材
は
飛
騨
牛
３
種
の
部

位
食
べ
比
べ
の
ほ
か
、
地
元
野
菜
を
用

意
。
炭
や
網
、
鉄
板
な
ど
も
準
備
し
て

い
る
の
で
手
ぶ
ら
で
参
加
で
き
る
。
料

金
は
施
設
内
の
温
泉
露
天
風
呂
入
浴
券

付
き
で
８
千
円
（
飲
み
物
代
別
）
。

　
申
し
込
み
期
限
は
利
用
日
の
３
日
前

ま
で
。
定
員
１
回
当
た
り

人
。
問
い

合
わ
せ
は
奥
飛
騨
温
泉
郷
観
光
協
会
。

☎
０
５
７
８
（
８
９
）
２
６
１
４
。

　
講
座
「
た
の
し
い
温
泉
講
座
」
は
７

月

、

日
に
開
催
。
講
師
は
温
泉
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、
古
田
靖
志
さ
ん
。

温
泉
の
基
礎
知
識
の
ほ
か
、
お
も
し
ろ

実
験
や
現
地
の
温
泉
巡
り
な
ど
を
通
じ

て
、
奥
飛
騨
、
そ
し
て
温
泉
の
魅
力
を

気
軽
に
楽
し
く
学
べ
る
。

　
対
象
は
小
学
生
以
上
で
、
「
夏
休
み

の
研
究
課
題
に
も
応
用
可
能
」と
い
う
。

申
し
込
み
期
限
は
開
催
日
の
５
日
前
ま

で
。
定
員
は
１
日
最
大

人
。
参
加
料

は
実
験
材
料
費
や
ひ
ら
ゆ
の
森
温
泉
入

浴
券
、
保
険
料
込
み
で
中
学
生
以
上
３

千
円
、
小
学
生
千
円
。
問
い
合
わ
せ
は

奥
飛
騨
温
泉
郷
観
光
協
会
。

　
「
日
本
一
過
酷
な
難
コ
ー
ス
」
と
も

い
わ
れ
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
完
走
経
験
者

だ
け
が
参
加
で
き
る
「
飛
騨
高
山
ウ
ル

ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
」
が
６
月

日
に
開
催

さ
れ
る
。

回
目
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で

、

年
は
中
止
と
な

っ
た
が
、
昨
年
は
３
年
ぶ
り
に
開
催
、

約
２
５
０
０
人
が
出
場
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
も
収
束
の
兆
し
を
み
せ
、
マ
ラ
ソ
ン

愛
好
者
か
ら
は
本
格
開
催
に
期
待
の
声

が
上
が
っ
て
い
る
。

　
コ
ー
ス
は
飛
騨
高
山
ビ
ッ
グ
ア
リ
ー

ナ
を
発
着
点
と
す
る
１
０
０
㌔
と

㌔

で
、
計
３
５
０
０
人
の
参
加
を
見
込
ん

で
い
る
。
制
限
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ

時

間
、

時
間
と
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
参
加
資
格
は
大
会
当
日

歳
以
上

で
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
完
走
経
験
の
あ
る

健
康
な
男
女
。
参
加
費
は
１
０
０
㌔
の

部
が
２
万
２
千
円
、

㌔
の
部
が
１
万

８
５
０
０
円
。
参
加
賞
と
し
て
大
会
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
、
完
走
者
に
は
完
走

メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
る
。

　
伝
統
息
づ
く
古
い
町
並
や
自
然
豊
か

な
乗
鞍
岳
を
臨
む
コ
ー
ス
を
走
れ
る
の

は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
だ
け
に
与
え
ら
れ

た
特
権
。
地
元
ス
タ
ッ
フ
の
お
も
て
な

し
と
飛
騨
牛
な
ど
地
元
特
産
品
を
堪
能

で
き
る
エ
イ
ド

も
楽
し
み
の
一

つ
。

　
こ
の
大
会
は

参
加
人
数
に
応

じ
た
寄
付
金
を

日
本
ユ
ネ
ス
コ

協
会
連
盟
に
寄

付
し
、
世
界
遺

産
の
保
護
・
保

全
に
役
立
て
て

も
ら
う
イ
ベ
ン

ト
で
も
あ
る
。

　
問
い
合
わ
せ

は
大
会
事
務

局
、
☎
０
１
２

０
・
８
４
６
・

０
２
４
。

　
古
い
町
並
が
残
る
「
さ
ん
ま
ち
エ
リ

ア
」
の
酒
蔵
を
巡
り
な
が
ら
、
日
本
酒

の
試
飲
と
ま
ち
歩
き
を
楽
し
む
第
４
回

「
飛
騨
高
山
・
酒
蔵
の
ん
兵
衛
ま
つ
り
」

が
６
月
９
日
か
ら
７
月

日
ま
で
開
催

さ
れ
る
。
主
催
は
飛
騨
・
高
山
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
。

　
の
ん
兵
衛
ま
つ
り
は
、
１
０
０
年
以

上
の
歴
史
を
も
つ
平
瀬
、二
木
、平
田
、

老
田
、
舩
坂
、
原
田
の
六
つ
の
酒
蔵
を

巡
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
本
酒
を
味
わ
っ

て
も
ら
う
。
こ
の
酒
蔵
や
中
橋
観
光
案

内
所
、
高
山
濃
飛
バ
ス
セ
ン
タ
ー
で

「
飛
騨
高
山
御
酒
飲
帳
セ
ッ
ト
」
（
３

千
円
）
を
購
入
す
る
と
、
各
酒
蔵
で
２

種
類
の
日
本
酒
が
試
飲
で
き
る
。
セ
ッ

ト
に
は
特
製
エ
コ
バ
ッ
グ
と
記
念
杯
が

付
い
て
い
る
。

　
六
つ
の
酒
蔵
で
試
飲
し
、
ス
タ
ン
プ

を
集
め
る
と
達
成
記
念
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
も
ら
え
る
。
ま
た
、
酒
蔵
で
買
い
物

を
す
る
と
、
千
円
ご
と
に
押
印
さ
れ
、

集
め
た
数
で
ペ
ア
宿
泊
券
や
飛
騨
牛
な

ど
豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
に
参
加
で

き
る
。

素
玄
寺
近
く
の
石
畳
。
静
か
な
雰
囲
気
は
散
策

に
も
っ
て
こ
い


